






予防医学においては訴えをもっていない対象に対して,善意に基ずくとはいえ,能動的介入

を行うのであるから,対象となる者の人権を侵害することのないように,最善の措置を講ず

る必要がある。さらに,そのうえに対象者の高率の参加・協力が不可欠なので,そのような

見地から本研究班の所期の目的を達成できるような健診対象小児の保護者に対する説明文

書を策定した。 


